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労働者の目

自らの職場で資本と激突し、
動労千葉労働運動＝階級的
労働運動を実践しよう

白石　滋
常任運営委員
国労新橋支部

　まさに勝負どころがきている。動労千葉が
検修業務の外注化という強制出向・首切り、
組織破壊攻撃に組織の総力を上げて立ち向
かっている。国労が職場から闘いをまきおこ
すことが問われている。
　今、交流センターの会員がやるべきことは、
自らの職場・事業場で動労千葉労働運動＝階
級的労働運動を実践することである。あらゆ
る組合・職場からＪＲへの怒りを組織し、偽
装請負と安全破壊の外注化を社会問題にし、
それと一体でみずからの職場の課題をめぐっ
て資本との激突を組織していく。労働者に共
通した不平・不満や怒りの声を組織して、会
社や闘わない組合指導部にまずぶつかってい
く。この実践が待ったなしに問われている。
組織の存亡をかけて闘う動労千葉と一体で闘
うとは、この実践ぬきにない。
　問題は労働組合であり、交流センター建設
である。体制内への批判では労働者を獲得で
きない。では交流センターは何をやるのか、
運動と組織を語り、実践しなければならない。
　少数職場の多い交流センターが、この大き
な情勢にどう立ち向かうのか。国労共闘の教
訓をこのなかで活かしていきたい。国労共闘
は当初は各職場に点在する活動家のつながり
であった。それではダメだ。尼崎・伯備・羽
越線事故弾劾集会や５・27 弾圧と闘い、階
級裁判としてとらえかえし、これらの闘争こ

そ分割・民営化反対闘争そのものだと確信し
た時、点から一本の線となった。さらに４・
９政治和解を拒否して解雇撤回を貫く腹を固
めた時、国労の腐った指導部を打倒し、批判
勢力から責任勢力に生まれ変わろうと決意す
ることができた。この時、線から面へとなり
団結が強化された。「共に闘う国労の会」は
その成果であり、だからこそこれからが闘い
の本番である。平成採をはじめすべての国鉄
労働者に責任をとる立場で、ＪＲ資本と激突
するのだ。300 名の会員建設で国労を作り変
え、国鉄闘争全国運動を大きく発展させたい。
　この闘いこそ、国会・首相官邸で原発再稼
働に渾身の怒りを叩きつけている大衆と交流
センターがひとつになる道である。その時は、
だんだんと近づいていると感じる。この秋、
交流センターは大きく飛躍しよう。私は交流
センター運動の先頭にたって、職場で闘うつ
もりである。

国労第 81 回全国大会初日、会場前で訴える「共
に闘う国労の会」（７月 26 日　静岡県伊東市）
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　交流センター運動の決定的飛躍の時が来て
います。首相官邸前での「紫陽花革命」、17
万人結集の７・16 反原発集会。他方、「領土」
をめぐる国家主義の煽動。大激動情勢への突
入の中で、労働運動が社会変革の主力となる
ことができるのか。問われていることは具体
的です。階級的労働運動を具体的に組織する
ことです。職場、地域から何をやるのかを明
確にし、その闘いの集約として 11・４日比
谷野音に巨万の労働者の結集を闘いとろう。

 10・１外注化阻止で階級的労働運動の復権を
　まず第一に、ＪＲ東の検修・構内「10・１
全面外注化阻止」の闘いを、動労千葉の組合
員と共に全労働者階級の闘いとすることです。
　動労千葉はいま総力を挙げて外注化攻撃に
立ち向かっています。実際に強制出向が目の
前に迫っている中で、すべての出向対象者が
処分も恐れず、一糸乱れず団結して闘いに立
ち上がっていることが日本の労働運動史を塗
り替える画期的闘いです。
　私たちが「10・１外注化阻止」という闘い
で実現しようとしていることは、この動労千
葉の組合員を先頭とした「階級的労働運動の
復権」です。動労千葉は自分のためではなく

「青年の未来のため」「子や孫たちの将来のた
め」だと言って闘い、「10・１阻止」に一切
の妥協なく闘っています。
　私たちは、新自由主義が社会に蔓延した決

定的要素として、これを受け入れてきた労働
組合の側の問題があると主体的にとらえてき
ました。動労千葉は明確にこの問題の具体的
突破をかけて闘っています。
　動労千葉は「職場の支配」をめぐって資本
と徹底的に闘ってきました。「会社が言って
も誰も言うことは聞かないけど、組合の方針
で職場全体が動く」―毎日の職場での小さな
闘いの積み重ねですが、職場全体の利害を考
え、他労組も巻き込んだ闘いで職場支配権を
組合が握ってきたのです。中野前動労千葉委
員長は「労働組合運動の中で労働者階級は自
分たちが権力を握ったときの能力を身につけ
る」のだと、労働組合の存在を高く高く位置
づけました。「ＪＲ当局がいなくても千葉の
電車はすべて動労千葉が動かせる。動労千葉
の乗務員の方が会社側よりよほどうまい」―
こうした労働者の誇りと闘いと団結が資本を
圧倒し、外注化の目論見を揺さぶっています。
　ここに外注化阻止の可能性があります。資
本にもまったく自信はありません。問題はこ
れをやすやすと受け入れてきた労働組合にあ
ります。資本・当局がどれだけ職場を破壊し、
社会を崩壊させてきたか。腹の底からの怒り
で「俺たちがとって代わってやる」と言える
労働組合を全職場でつくり出すことです。

 反原発の怒りと共に連合支配を打ち破ろう
　第二に、数十万の「反原発・野田打倒」の

９・15 ～ 16 第 25 回拡大全国運営委員会
（大阪）の成功を勝ちとろう

飯田 英貴　事務局長

大激動情勢を勝ちぬく交流センター運動の飛躍を！
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怒りの中から、連合支配を現場から揺るがし、
階級的労働運動の復権を闘いとることです。
　なにより、福島の怒りとひとつになって原
発をすべて止め再稼働をなくすまで「紫陽花
革命」をとことん発展させることです。自分
自身の行動が未来を決める、ついにつかんだ
この感動と展望をつぶさせてはなりません。
　また、職場からの「被曝労働絶対反対」の
闘いが決定的です。動労水戸大子支部が気動
車のラジエター清掃（除染）作業に対しスト
ライキで闘っていることは本当に重要です。
先日、原発労働者が線量計に鉛カバーをかぶ
せて働かされていた事実が暴露されました。
原発の最前線で働く労働者の権利や命が脅か
されています。声をあげたら解雇という現実、

「被曝労働は下請け労働者にやらせればいい」
と受け入れてきた連合支配。このどちらをも
打ち破れることを私たちの闘いで示そう。
　さらに、動労千葉鉄建公団訴訟の６・29
判決を武器に、国鉄 1047 名解雇撤回闘争を
日本労働運動の大地に甦らせることです。
　民主党・野田政権の危機を支え、原発再稼
働や消費大増税、社会保障解体など労働者階
級へのむちゃくちゃな攻撃を連合が賛成し、
推進してきたことを考えれば、国鉄分割・民
営化と総評解体によって労働者階級が一敗地
にまみれた影響は途方もなく大きい。しかし、
６・29 判決は国鉄分割・民営化反対闘争を
再び階級闘争の前面に押し上げました。なに
より、動労千葉、動労総連合と国労共闘の
25 年の闘いの正義性と勝利性を明らかにし
たことが決定的です。連合との対抗軸として
存在してきた国鉄闘争を生き生きと甦らせる
ことは、連合支配に抗して主体的決起を開始
した労働者を鼓舞激励し、反原発闘争をさら
に発展させる大きな推進軸となるはずです。

 労働者が社会の主人公だ―９・16 橋下打倒  
 の闘いへ
　第三に、９・16 橋下打倒闘争を全力で取
り組む中から交流センター運動の展望をつく
り出すことです。
　激しい公務員バッシングの中で大阪市職の
青年が「入れ墨アンケート」を拒否して闘い、
市教組の仲間は「君が代」処分を物ともせず
不起立に立ち上がりました。八尾北医療セン
ターや西郡部落の労働者、住民は、市当局の
更地化・解体攻撃を完全にはね返しています。
この絶対反対の闘いが橋下・維新の会がやろ
うとしている道州制＝公的事業の丸ごと民営
化、公務員の全員解雇・非正規職化、改憲と
いう陰謀を明るみに出しました。そしてなに
より、社会変革の主体は労働者であり、労働
組合が闘えば橋下を倒せる、これを職場から
の闘いで指し示していることが決定的です。
　大阪は日本有数の貧困とプロレタリアート
の街であり、階級闘争が激しく闘われてきた
街です。関生や港合同のような資本主義の根
幹を揺るがす労働組合の闘いが存在し、在日
や部落民は国家権力と実力で闘い生き抜いて
きました。「橋下打倒」とは、労働者の側か
ら大阪から「この社会を変える」闘いです。
明るく力強く不屈に闘う大阪の労働者の仲間
に感動と心からの連帯を込めて９・16 闘争
を全力で闘いたいと思います。
　労組交流センター運動の発展をかけて 25
回拡大全国運営委員会への結集を訴えます。

第 25回拡大全国運営委員会
１日目　９月 15 日（土）13：00 ～
２日目　９月 16 日（日）８：30 ～ 11：30
場所　港合同・田中機械会議室
　大阪市港区南市岡 3-6-26
　地下鉄、ＪＲ環状線「弁天町」駅下車
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　階級情勢は新たな激動過程に突入している。
新自由主義を打ち倒し、労働者階級が奪われ
てきたすべてを奪い返すまで止むことのない
闘いが始まっている。10・１外注化阻止の階
級決戦は、労働者階級の未来をかけ、労働運
動の歴史を塗りかえる歴史的決戦だ。動労千
葉の波状的な強制出向反対の指名スト、動労
水戸の被曝労働拒否のストライキとして火ぶ
たを切られたこの決戦に勝利し、労働者階級
の新たな総反撃の歴史を切り開こう。
　９・16 橋下打倒集会は、この 10・１外注
化阻止決戦と一体の階級決戦であり、新自由
主義の絶望的凶暴化との全面的激突だ。ここ
に勝ちぬく中で新自由主義を打ち倒す労働運
動を甦らせよう！　「民営化＝外注化阻止、
非正規職撤廃」を掲げ、橋下による「全員解
雇＝ 10 割非正規職化」攻撃と対決する労働
組合を登場させよう。
　７月 28 日、９・16 集会実行委員会が開催
され、積極的な議論の中で、《４つの柱》をもっ
て闘うことが決定された。
①橋下による「全員解雇」攻撃を受けている
公務員労働者の団結の拡大と闘いの発展を軸
とする。拠点職場での闘いをとおして、いか
なる処分も解雇も許さない労働運動を組織し
ていく。
②９・16 集会をもって開始する闘いを、橋
下打倒まで止むことのない闘いの始まりとす
る。本集会の実行委員会を恒常的な運動体と
して発足する。

③参加した労働組合・団体・個人が実行委員
会の構成団体・メンバーとなり、実行委員会
として広範な労働者に呼びかけていく。職場
や街頭で圧倒的な賛同署名を集めていく。
④９・16 をもって、橋下の足下から〝新自
由主義と対決する労働運動〟を全国に向かっ
て発信し、労働運動を塗りかえる闘いの出発
点とする。
　９・16 で開始するこの挑戦を、国鉄闘争
全国運動と並ぶ、労働運動の未来をかけた闘
いとして、全国の労働者の力で勝利させよう。

　全国の自治体職場で橋下に対する怒りがわ
きあがっています。全国保育集会では首切り
と闘わない本部への怒りがいよいよ奔流とな
り、旭川現業集会では橋下打倒署名に行列が
できました。
　８月１日成立の「政治活動規制条例」など
３条例は、労働組合つぶしそのものです。こ
れは、現場の労働者の怒りを絶対に団結に変
えてはならないという橋下と資本家階級の恐
怖を表しています。この攻撃に大阪市労連本
部はまったく闘いの方針を出していません。
　しかし私たちは知っています。絶対反対で
闘えば、橋下には負けません。「橋下打倒」
を訴えるビラ１枚が当局を追いつめ、職場に
衝撃をもたらしています。６人の入れ墨調査
の拒否に対しては、３カ月近くたった今も処

９・16橋下打倒闘争へ大結集を！
橋下と闘う足下から、新自由主義と
対決する労働運動を甦らせよう！

大阪労働組合交流センター９・16 集会よびかけ人を先頭に
８・６ヒロシマ大行動でデモ行進 

橋下と闘う大阪からの決戦アピール
赤田由行（大阪市職員労働組合）
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分策動をはねかえしています。また、大阪府
八尾市の八尾北医療センター労組は、この間
市当局による明け渡し裁判を退け、民営化阻
止に向けた大勝利を勝ち取っています。
　それでも橋下があきらめることはありませ
ん。自民党も民主党も壊滅状態にある中、彼
がどれだけ薄っぺらな人格だろうと、彼は資
本家階級の命運を背負って登場しています。
野田政権が国家戦略会議で打ち出した「40
歳定年制」「10 割非正規化」を、自ら先頭に
立ってやるしかないと決断しているのです。
　政治活動規制条例の成立にともなって、橋
下は「民間企業で、従業員が会社の信用を傷
つけ、業務に支障を生じさせるような宣伝を
するなど聞いたことがありません。 このよ
うなことが許されるのでしょうか」と言って
います。労働組合が会社の悪を暴くことも、
ストライキで闘うことも禁止するという、全
ての労働組合をつぶす宣言じゃないですか。
　私たちが９・16 橋下打倒集会を呼びかけ
るのは、ここで絶対に勝ちに行きたいからで
す。国鉄闘争は４者４団体の裏切りというギ
リギリのところから、今年６月の国鉄闘争全
国運動の集会では「国鉄闘争の火をさらに大
きく」と宣言するところまで大前進しました。
そしてＪＲ職場では外注化を阻止し、被曝労
働を拒否する青年の決起が始まり、あらゆる
産別に飛び火しています。自治体労働運動を
つぶそうと狙う橋下のまわりを、すでに労働
組合の闘いが包囲しつつあります。
　資本と労動者の力関係が転換しつつありま
す。国鉄労働運動つぶしで登場した新自由主
義、青年の大半を非正規にたたきこみ、世界
中で労働者の命と生活を奪い、原発を爆発さ
せて何の責任もとらないこの新自由主義に、
終止符を打つ闘いの始まりです。
　ＪＲ東日本は 10 月１日付での検査・修繕

部門の全面外注化を狙っています。これに対
し国鉄 1047 名解雇撤回をたたかう動労千葉
がストライキで立ち向かっています。９・16
橋下打倒集会と 10・１外注化阻止決戦を一
体で闘えば、労働者は絶対に勝てます。
　９・16 集会は「反橋下」の一般的な政治
集会ではありません。新自由主義と闘う労働
運動を甦らせる労働者階級の決戦です。何よ
り大阪市において闘う労働組合を甦らせ、新
自由主義にとどめをさす決戦です。
　職場では「条例で決まったから従うしかな
い」「今はおとなしくしておけ」という声も
あります。しかし黙っていたら殺される！　
私は「条例がなんだ！」と言いたい。今や議
員の決めたシステムすべてが崩壊している
じゃないですか。
　資本家階級が法をもって労働者を殺すこと
に対し、ストライキでこれを打ち破って団結
を拡大するのが本当の労働組合です。会社が
何と言おうと、最後には団結した労働者が勝
つのです。この力を橋下と、すべての労働者
の前に登場させるのが９・16 集会です。
　首相官邸や国会包囲の 20 万余のデモが毎
週のように闘われ、真に勝てる方針を求めて
います。労働組合がこの中軸に登場できたら、
世の中はひっくり返ります。９・16 橋下打
倒闘争－ 10・１外注化阻止から闘う労働組
合を甦らせて、この腐りきった社会に革命を
起こそう！　大阪中之島公園への大結集を！

民営化＝全員解雇絶対反対！　非正規職撤
廃！　処分撤回！　労働組合つぶし許すな！

９・16橋下打倒集会
９月 16 日（日）14:00 ～
大阪中之島公園・女神像前
集会後、御堂筋デモ　
主催　９・16 集会実行委員会
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　８月 26 日都内で開催された 11 月労働者
集会第１回実行委員会の提起を編集部の責任
でまとめたものです。

　大和田委員長は、亡くなる１
週間前、港地域の集会で橋下の団結権破壊の
攻撃に対して、団結権とはいかなるものかと
１時間、講演を行いました。７月 22 日の追
悼会の閉会挨拶では辻岡尚執行委員がこれか
らの決意を田中機械として述べました。その
辻岡君が先週亡くなりました。委員長にしろ、
辻岡君にしろ、国鉄全国運動、1047 名解雇
撤回闘争で、11 月集会で、先陣を切って港
合同として闘ってきました。何としても残さ
れた者、特に私がその先頭になってやらなけ
ればならんと決意しております。敵の方は二
人が亡くなったということでいろいろな攻撃
をしてくるかもわかりませんけれども、港合
同の看板を背負いながら頑張り抜きます。11
月集会の大成功を収めるように全力を挙げて
闘います。
　大阪では橋下の団結権破壊、そして僕たち
の身近なところにも入れ墨アンケートに反対
した仲間もいます。そういう方たちと連携を

して大阪でまず団結権確保、そして大阪の労
働者の魂を世間に明らかにするために港合同
もその先頭になって闘うことを決意し、また
このかんの二つの葬儀に対するお礼を申し上
げて、ご挨拶とさせていただきます。

　生コン支部はこの１年間、主に組織の内部
の拡大に力点を置いて、一にも二にも組織拡
大をしようという取り組みをやってきました
ので、そのことの報告をします。
　生コン支部は 13 の地域、ブロックの集合
体として形成されています。毎年 200 名近い
拡大はしているんです。しかし職場数だけで
百数十ありますから、200 人程度の拡大は１
年に１人定年でやめるとほぼ横ばいです。で
も内容でいうと日々雇用労働者が増えて、組
合員の高齢化が進んでいる。大阪では、一昨
年の４カ月半にわたるゼネストに対する相手
側の必死の巻き返しがありましてね。そうい
う状況のなかで、高齢化、非正規が進むのは
組織の行動力、集中力の後退になるわけです。
また毎年同じようなことを繰り返していたん
では、組織が弱体化をするし、運動の後退要
因になりかねない。

11月労働者集会第１回実行委員会（８月26日　東京）

11月労働者集会第１回実行委員会が開催
11・４全国労働者総決起
集会１万人結集実現へ、
すべての職場・産別から組
織拡大の構想と実践を

呼びかけ３労組からの提起（要旨）

二つの葬儀のお礼と決意
 中村吉政　港合同副委員長 組織拡大闘争の教訓

高英男　関西地区生コン
　　　　支部副委員長
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　しかし、組合員 1300 名は、７年間ずっと
弾圧の渦中で組合を継続してやってきている。
他の労組よりは鍛えられている組合員のはず
やと。この組合員が仕事をして夜終わって酒
を呑んで、場合によってはパチンコ行って帰
る。それをとりあえずこの１年間は封印をし
てもらう。毎日ではありません（笑）。でも
少なくとも月に２～４回ぐらいは組合のため
に全部に動いてもらおうと。私が拡大の責任
者になってすべての地域を回ってとにかく全
員で動いてくれと。半ば強制的に、当初は各
地域で組織の宣伝活動を取り組んでもらいま
した。宣伝活動だけではなかなか拡大は進ま
ないです。最初は自分らでビラを渡すだけで
すから。２～３カ月して、そういう行動にちょっ
と慣れてきたら、次はちょっともう一回バー
ジョンを上げて、単にビラを渡すだけではな
くて、自分たちの情報を相手に伝達をしなが
ら、今度は相手がどういう状態であるか、情
報をキャッチすることを意識しようやと。ビ
ラをまくことにようやく体と頭が慣れてきた
ら次はターゲットをしぼって、例えば業種や
企業、地域にしぼるとか。そういう宣伝とい
う自分たちの情報を相手に伝えるという行為
を通じて相手に何か不満がないか、状態を探
ることを意識してやることを全部の地域で
やってもらいました。やるとけっこうできる
んですよ。たんにビラを渡すだけでなくて、

「労働組合の者です」「会社に何か不満ありま
せんか」と声をかけて渡すだけで一言二言向
こうから返ってくるのが情報です。それで「こ
んな不満言うとったで」みたいな情報があっ
たら、「ほな、その会社を集中的に攻めよか」
と。すべての地域でこの地道な活動を半年近
く繰り返してもらいました。
　そこで次は、組合員一人一人にノルマ的に
一人に何名の拡大を８月末までに必ずやって

くれと。もちろん反発はあります。僕だけじゃ
なく、支部の役員や地域を牽引しているブロッ
クの執行部が１カ月、２カ月、組合員と喧

けんけん

々
諤
がくがく

々議論をして、「とりあえずやろう」と動
き始めた。結果としてはこの８月に約 1000
名ほどの組合員の数が増えました。

 「街角に見える労働組合をめざそう」
　もうひとつは労働組合のあり方の議論があ
りました。労働組合とはもちろん要求があっ
て、職場の労働条件の改善とか要求をベース
に組織をするわけです。だけど人間のサイク
ルで考えると８時間働いて８時間寝て、あと
の８時間はいわば会社外で過ごすわけでしょ。
いわば今の社会の現状にさらされているわけ
です。そういうところに労働組合が手を出さ
ずに職場の８時間の部分だけを組織しても組
合の集中力が高まるはずがない。そこでこの
組織拡大を求めたときにスローガンは、「街
角に見える労働組合をめざそう」と。職場の
要求だけではなくて、生活の要求もふくめて
担ってやるんだということをアピールしよう
と。例えば生活が困窮してたら行政に生活保
護を求めるようなことも労働組合としてやろ
うやと。そういう要求も含めて組織したらえ
え。だからどんどん引っ張ってきてくれと。
いわばわれわれのテリトリーを職場の外に、
社会現象化している貧困の問題もふくめて、
積極的に踏み込んで拡大する。

 1300 名の組合員への確信
　各地域行って「動け、動け」と言うたわけ
ですから、私はずいぶん憎まれて人気は下がっ
たと思いますけど（笑）。だけど、いずれに
しても過去にはない拡大はできています。た
だ組織的に言うと、3000 名拡大をしようと
言うて３分の１の 1000 名にとどまっている
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わけです。諸手を挙げて喜べる成果じゃない。
それは言い換えると、われわれの組織への確
信なんです。この約７年間、弾圧はあるわ、
業界からはいろいろやられるわ、それでもな
んだかんだ言いながら組織を信じて 1300 名
が結集している。この組合員て尋常じゃない
組合員なんですよ。大衆組織ですけどね。活
動家とまでは言いませんけども、それなりに
性根の入っている組合員をわれわれがちゃん
と上手にリードして動かせてないんちゃうか
と。実は執行部はそういう総括をしたんです。
しっかりと組合員が大衆的に動いたらこれだ
けの結果は出せる。これをしっかりとそれぞ
れの組合員の確信になるようにこれから総括
する作業が残っています。
　この 1 年間、13 の地域で同じことを言っ
ていますが、この３労組の集会も要は自分た
ちの組合や運動が自分たちの周辺の人たちに
とって本当にええもんなのかどうなのかとい
うことを自分たちが確信がなかったら宣伝の
しようがない。僕は全部の組合員にわかりや
すいように、「近所で安くておいしい居酒屋
見つけたら、友達に紹介するやろ」「自分た
ちがやっている今の組合活動とか組合がそう
いうふうに思えるかどうかの問題や」と。
　だけど、1300 人が残っているというのは、
安くておいしい居酒屋やと思うてるはずなん
ですよ。だからそれをどんどん表に出しても
らうと。これは生コン支部だけではなくて、
今日集まっておられる人全部が 11 月集会も
そういうふうに思わないと、多くの結集を呼
びかけることはできないと思うんですね。
　３労組の事務局会議がありました。基本は
労働組合の結集軸、闘う労働組合をつくろう
ということですから、対象は労働者です。基
本的に労働者は難しい話は嫌がるでしょ。要
はわかりやすい、自分たちの要求をどんなかっ

こうでどこに行ったら実現できるのかという
のをわかりやすく、どう説明できるか。あん
まり難しいスローガンをずらずらと並べるん
じゃなくて労働者が本当に自分たちが求める
要求をスローガンにわれわれは闘うんだと。
ぜひそういう 11 月集会にしたい。
　この３労組の集会ももう 14 回目です。３
労組の共闘や信頼関係はずいぶん深まってい
ます。それぞれの職場で闘っているんですが、
時々、同じような業種で各地の闘いの紹介が
別々に出てくるんですよ。業種が同じであれ
ば、地域を問わず、業種別共闘会議をあっち
こっちに組織して、それを集会の中心軸にす
るようなことがあってええんじゃないか。そ
れは生コン支部が元々そういう産業別運動
をずっと 47 年間それにこだわってやってき
て、それなりに関西における生コン産業に根
を張ってやってきた自負を持っているんです。
その基礎は、業種別会議の共闘会議から始まっ
てます。ですからぜひ全国でそういう共闘組
織が組織できればと考えています。
　今年は内部の団結、拡大に労力をおいて取
り組んだ１年でした。それなりの結果は出た
と思ってます。この 11 月集会も、ちょっと
踏み込んで実際に全国各地にどのようなかっ
こうで芽を広げていくのかを議論し、そうい
うことをアピールできる集会にしていきたい
と考えていますので、よろしくお願いします。

 今年の 11 月集会の性格は何か
　今年の 11 月集会をどういう集会にするの
か。今求められていることは、労働組合の惨

さん

憺
たん

たる現状を変えること。そうしなかったら

11 月集会１万人結集
実現に向けて
田中康宏　動労千葉委員長
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何事も動き出さない。そう考えれば今年の集
会の性格は、闘う労働組合の組織拡大大会に
なる。こうなること以外にないと思うんです。
　高さんが提起されたことが核心問題です。
さまざまな地域、職種、業種の労働者が、本
当に体を動かして自分のところで組織を拡大
をするところに踏み出す。そういうものが全
部集まる 11 月集会になったときに 11 月集会
は成功をするんだと思います。
　ただ一般的に闘う労働組合の全国ネット
ワークと呼びかけているだけにとどまってい
たら 5000 人です。大きく１万人を超えて発
展していくためには、例えば医療、教育、自
治体や金属でそれぞれ闘う労働組合のネット
ワークや共闘会議が結成されるというよう
に、具体的な取り組みがなされなければなら
ない。そういうものを今年の 11 月集会に向
かって呼びかけたり、本気でめざそうと提起
できるようにならなきゃいけない。理想的な
形を言えば、そういう各産別の闘う労働組合
の全国ネットワークをめざす全国総決起大会
が開催され、その総集編として 11 月集会が
あるというようにならないといけない。現実
にこの社会の中で生きていくことができない
労働者がいる。だけどその労働者たちは労働
組合を自分の希望とも未来とも感じていな
い。労働組合の惨憺たる現状がある。そうい
うなかで小さいながらも僕らが闘っている。
これが影響力を持っていく以外の道はない。
そうなった以上、そういうことをめざさない
といけないと思います。そういう 11 月集会
に本当にしたい。
　そういうことをめざして、念願の、少なく
ともまずは１万人は集めようということを今
年こそ実現するということに向けて全国の皆
さんの力を結集していただきたい。

 国鉄闘争の前進と６・29 東京地裁判決
　この１年間で闘いはいろいろな意味で前進
しています。ひとつは原発闘争です。毎週金
曜日、官邸前に多くの労働者市民が結集する
という去年では考えられなかったことが起き
ている。時代が動き始めました。
　もう一方、11 月集会の中心的課題だった
国鉄闘争でも闘いは前進しています。状況は、
簡単に言えば、旗を掲げているのは動労千葉
と国労の闘う仲間のごく一部になりました。
後はぜんぶ旗を降ろした。その意味では困難
な、不利な状況から僕らは目の色を変えて立
ち上がったわけです。そういう状況にもかか
わらず、６月 29 日に東京地裁で出された判
決は少なくとも国労などああいうでかい労働
組合の地平を確実に超えるものを勝ちとりま
した。これは全国の仲間たちが国鉄闘争全国
運動という形で結集してくれたからです。そ
うじゃなかったら完全に無視されて、全面敗
訴の判決が下りていて当たり前だったわけで
す。もちろん反動判決です。本当に腹の底か
ら煮えたぎるような反動判決なんです。だっ
て 25 年経ってるんですよ。25 年間どれだけ
もう苦心惨憺たる形で闘い続けて来たのか。
ようやくの判決です。でも解雇撤回しない。
　これまで、ＪＲ不採用になった僕らの組合
員には、停職６カ月、または停職２回以上を
受けている者という不採用基準があったわけ
です。今度の判決の画期的意義は、この不採
用基準そのものが不法行為であったと明確に
認定したんです。国労の判決では、この不採
用基準は具体的な基準であり合理的であると
いう判決が出ました。だから僕らの組合員は
これでいったら完全敗訴だった。
　しかも動労千葉の組合員は、国労の組合員
もふくまれているんですが、少なくとも１月
末から２月冒頭まで採用候補者の名簿に登載
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やりたいけど当てがない。ソウル本部に相談
したら動労千葉に行けばいいと言われて来日
した。その中で日本法人が倒産。それでたち
まち全員の解雇を撤回させた。たまたまうま
くいった面もあるけど、そういうものもこの
運動の中でつくり出されてることが大きい。
　僕らが現場から力を持ったらすべてが力を
持つようになっていく。そういうようなとこ
ろまで来ていると思っています。

 11 月集会をとりまく情勢
　情勢すべてが示していることは、資本主義
体制はもう出口がなくて終わりだということ
です。スペインだとかギリシャだとか日本も
そう。だけどその現実が労働者をどんなに痛
めつけているのか。そうなったら資本主義を
変える以外にない。変えるには労働組合が力
を持たないといけない。
　こうした危機のなか、「領土」という言葉
がこれほどまで騒がれて排外主義と国家主義
が煽られる。何が「固有の領土」だ。だけど
これは、このかん労働者が非正規という形に
突き落とされてきた問題も国際競争に勝たな
ければ雇用はもっと失われるんだと言われて
きたわけです。だから国家って枠で考えたら
もう戦争として衝突してる。労働者はもう徹
底的に権利も何も全部解体されていくしかな
い。国際的な労働者の団結と連帯をつくると
いう観点からすべてのものを見るということ
が問われているとあらためて思っています。
　時代は大きく動き出しました。反原発闘争
をめぐる状況が特にそうです。では僕らの責
任は何なのか。もちろん怒りの声はいろいろ
な形で継続していく。だけども本当に力を持っ
て発展をしていくとはならない。こういう怒
りの声が噴き出しているにもかかわらす、労
働組合の惨憺たる現状があることを僕らの責

されていたことも認定されました。それが採
用候補者の名簿がＪＲの設立委員会に提出さ
れるわずか数日前に意図的に外されたという
ことも認定されました。それを意図的に外し
たのは、今のＪＲ総連と当時の国鉄当局の結
託した不当労働行為であると認定されました。
その外す指示をしたのは当時の葛西敬之職員
局次長（現ＪＲ東海会長）だという個人も特
定させました。で、外した時期も恐らく 1987
年２月３日から６日までの間。そこまで認定
をさせました。だから判決ではどう書かれた
かというと、動労千葉の採用差別で首になっ
た組合員が採用候補者の名簿に登載されてい
たと言いうる。登載されていたとすれば、採
用されていたと言いうると断定しました。な
らば解雇撤回以外の判決が出るはずがないで
しょ。にもかかわらず、それを３年間分の賃
金の差額を払えばいいという形にした。
　こういう判決でしたけれども、国鉄闘争的
にも大きく前進したというのは、つまり本当
に皮１枚で解雇撤回になるところまで来たん
です。原則を曲げずに闘い抜いたらここまで
は来た。ここに確信をもってもらいたい。
　11 月集会が掲げ続けてきたスローガンで
す。国鉄闘争に絶対にこだわる。1047 名の
解雇を撤回する。11 月集会の成果だといって
いいと思うんです。つまりこれが勝ちとられ
たら国鉄分割・民営化以降のすべてが間違っ
ていたということが僕らの運動、闘いとして
証明できる。そうなったら今、非正規で苦し
む仲間たち、こういう仲間たちが団結して新
しい一歩を踏み出す前提条件ができる。
　それと 11 月集会のひとつの柱である国際
連帯闘争もすごい前進している。例えば韓国
からＫＥＣの仲間が来た。これは 75 名指名
解雇を受けた。日本に法人がある。半導体の
韓国の有数企業です。それが解雇撤回闘争を
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労働者が立ち上がるという現実をつくらな
きゃいけない。そういうことが問われています。

 正念場のＪＲ外注化阻止闘争
　動労千葉のことについて少し話をします。
あさって（８月 28 日）、検査修繕部門の全組
合員を対象にしてストライキに立ち上がりま
す。いよいよ 10 月１日強行をめぐって正念
場を迎えています。千葉でいうと、検査修繕
部門、約 90 名分の業務が外注化されます。
そこで働いている仲間たち全員に強制出向の
攻撃が来ています。約 90 名のうち 49 名が動
労千葉の組合員、国労が 12 名、東労組が 30
名ぐらいという形になります。もう行ったら
退職まで戻ってこない。この日にストライキ
を構えたのは、動労千葉 50 名、水戸 10 名、
高崎１名の約 60 名が申し立て人になって外
注化差し止め、強制出向差し止めの集団訴訟
を東京地裁に起こすからです。別に僕らは裁
判闘争主義者ではないですから、職場からの
闘いをもってやろうということで全員がスト
ライキに入ってこれをやりにいくということ
にしました。前段では千葉の労働局に組合員
も総力結集で弾劾闘争に行きます。なんでこ
んな偽装請負を放置しておいて動こうとしな
いんだと徹底的に弾劾して、その足で東京地
裁に乗り込むつもりです。
　もちろんこの裁判自身も画期的な裁判にな
ります。今、ＪＲでやられようとしているこ
とは、全国無数の職場ですでにやられてきて
いるんです。だからこれだけ非正規になった。
だけどそれに対してそこの職場の労働者が労
働組合として集団的にこんなことは間違って
いるという裁判を起こした例はゼロ件です。
全部労働組合が容認してきたってことです。
あるのは個人訴訟だけ。これが数件あります。
　労働者を非正規に突き落としていくことを

任で変えなきゃいけない。
　今動き出していることは、いくつかの点で
画期的です。60 年、70 年安保闘争といって
も社会党、共産党的な土台があった。そこの
なかで青年たちがその枠を超えて暴れ出した。
でも今は連合・全労連の惨状があって基盤が
まったくないにもかかわらず、もう３カ月近
く持続的に・継続的に、和解しようがない怒
りの声が行動として結集し続けている。しか
も数万、最高ピーク 20 万という規模でです。
　もうひとつは、原発事故から１年数カ月を
経てそうなったということ。小さな努力が全
国であった。僕らもそのうちのひとつだった。
これは福島を先頭とした、もう我慢ならない、
引き下がれない闘いでした。でもどういう展
望があるのか当初は見えなかったはずです。
だけどこのままでいいのか、明日俺たちは生
きられるのか、福島を見殺しにしていいのか。
いろいろな怒りの声がこの１年、数千数万の
規模で全国無数に広がった。
　みっつにこのかん政府が何をやったのかを
みんな見ていたということです。つまり国家
の本質がわかったんだよ。そうやって考えて
みたら新自由主義の 20 年間は一体何だった
のか。原発事故で暴かれたことと同じだった
じゃないか。競争すれば社会が豊かになる。
小さな政府で活力を生む。しかし社会がだん
だんめちゃくちゃになり始めた。そうしたら
セーフティネットで再チャレンジできる仕組
みをつくればいいとか。この資本主義でいわ
れてきたことのすべてが嘘だった。原発はこ
のことを最も強烈に突きつけたわけです。
　そういうものが動き始めているからこそ、
それを牽引するものをつくらないといけない。
11 月集会の位置はそこです。集まった 20 万
の中に力があるんだということを言わなきゃ
いけない。何よりも僕らの手で職場から組織
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当たり前とする社会のあり方そのものに対し
て今後も徹底的に闘い続ける。これぬきに階
級的労働運動の復権なんてありえません。
　動労千葉は 2000 年からこの外注化の問題
にこだわりきって 12 年間、闘い続けてきま
した。こんな大変な闘争をうちの現場はよく
闘い続けてくれたと思います。一人残らず組
合員が理解をしてくれ、他労組の組合員もふ
くめて現場では全員「絶対反対」になるとこ
ろまで来ました。この 20 年余り民営化、外
注化、非正規化という新自由主義的な労務政
策に対して労働組合は闘えない。こういうこ
とが常識化してきたわけです。確かに難しかっ
た。どんどん非正規が入ってくることに対し
て労働組合として簡単に闘えない現状がある。
だけど組合員の力を結集して粉砕できるとい
うことを 10 年間示せた。だからその正念場
にあたって、あいまいなことはできない。あ
いまいなことをしたら 10 数年間の闘いを水
に流すようなことになる。そういうことをふ
くめてこれは結局、国鉄分割・民営化に決着
をつける闘いだと思っています。
　さらに、先ほど述べた 1047 名の判決に対
する闘いも高裁に向けて解雇撤回の判決を求
める大規模な運動を起こします。国鉄分割・
民営化に決着つけるってことは高裁で解雇撤
回の判決を勝ちとるということだと思う。
　外注化反対闘争と解雇撤回闘争のふたつを
押し立てて、僕らの責任としてやらなきゃい
けないことは、この国鉄分割・民営化以来の
20 数年間に僕らなりの決着をつけることだ
と思っています。そういう新しい闘いに立ち
上がりたい。
　動労水戸の仲間たちもがんばっています。
24 日には外注化阻止で水戸の検修職場の全
組合員がストライキに突入をしました。その
前段で大

だ い ご

子で被曝労働を拒否した。被災地か

ら来た列車のラジエーターの高圧洗浄をやれ
という。除染です。ふざけるなとなって、こ
れを拒否する指名ストライキは今も継続さ
れ、組織拡大の展望も切り開かれています。
　動労千葉もこの外注化阻止闘争の中で本格
的な組織拡大をやりたい。関西地区生コン支
部がここまでやって、僕らがやれないとは言
えない。水戸で、千葉で、関西生コンが、港
合同が、11 月集会は階級的労働運動の組織
拡大大会にできるってことが不可能ではなく
なった。戦後の労働組合の限界をのりこえた
い。それは原則を守って闘った労働組合は、
先細っているということです。一番原則的な
ことが一番大衆的じゃなきゃいけない。だけ
ど一番原則的なことは、資本と権力の激しい
攻撃の中に置かれる。だからこれを突き破っ
て最も原則的なことが最も大衆的なんだとい
うことを証明しなきゃいけない。労働組合の
運動、反原発闘争もそうだと思うんですよ。
これができたときにはその下に多くの結集が
必ず始まる。

　みなさんが職場や地域で頑張っている話を
聞いてこれはまだまだ港合同、頑張らなあか
んと思いました。僕たちも組織拡大に向けて
やらなきゃいかんということでこの３月から
一番身近なＪＲの駅で毎週水曜日にビラまき
をしていて少しずつ反応が出てきてます。と
にかく仲間を増やして、そのことが自分たち
の権利を守ることにつながるんだと思います
し、今日はみなさん方の貴重なお話を聞いて
私たちも今の悲しみをのりこえるのはやっぱ

まとめの提起（要旨）

中村吉政　港合同副委員長
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り組織拡大、そして闘いだと感じましたので、
今後とものご支援をお願いをしてご挨拶をさ
せていただきます。

　意見があった去年の約 6000 名結集をどう
捉えるのか。これは私もこの１年間考え続け
たことです。全体を聞いていて、何でこの
11 月集会をやっているのかをもう一回考え
なきゃいけないと思ったんです。
　闘う労働組合を作り直そうという組織化と
呼びかけ・集会は、残念ながら日本ではこの
11 月集会以外に皆無です。ということは日
本の労働運動の崩れ方があまりにもひどいと
いうことです。だけど、僕らは労働者が持っ
ている力を信じて、この団結した力以外ない
とやってきた。
　それともう一個考えたのは、この呼びかけ
３労組の切り開いてきたものの大きさです。
この３労組の経験を取り出して自分の職場の
経験にしたら、労働組合はどうあるべきなの
かあらかたのことが詰まっていると思います。
　３労組の特徴は 80 年代に激しい攻撃を受
けながら、生き残ってきた組合だということ
です。他は全部ここでつぶされてる。だから
今、労働運動がのりこえなきゃいけない課題
もここにある。11 月集会には大きな可能性
と歴史的必然性があります。

　２年前に生コン支部がやったことをわがこ
とのように考えてほしい。大恐慌情勢下で、
歴史的に初めて中小零細の生コン業者と労働
組合がゼネコンを屈服させて生コンの単価を
上げさせた。こんなことができるんです。他
の労組幹部は、もうこの状況で闘えるはずが
ないだろうとみんな屈服に屈服を重ねている。
　情勢は動き出したということは言われたと
おりです。だけど、闘う労働組合をつくろう
と掲げているのが僕らしかいない状況の中
で、単純に官邸前の怒りの声が 11 月集会に
来るとは思っていません。必ずしもすぐそう
ならなくてもいい。だけども僕らがやってい
ることは大事です。そうなると何が重要かと
いうと、11 月集会１万人結集を実現する力
はみなさんが一人残らず本気になるかどうか
なんです。原発闘争で集まっている力は条件
は圧倒的にいい。そのことを示していると思
えばいい。だけど条件だけではできない。高
さんは強烈な問題意識と構想を持ってやっ
た。それぞれがそういう構想を自分の職場で
持つということです。
　いい議論ができたと思います。今日、特に
高さんの提起を自分がやることなんだと考え
てほしい。そのために組合員全員を動かして
やるんだと腹を決めて鬼のようになる人間が
一人出てくればいいってことです。こういう
ことが全職場で大事です。そうすれば 11 月
集会も１万人の結集が実現できると思います。

  新自由主義と闘う労働組合の全国ネットワークを！

 11・４全国労働者総決起集会
　　国鉄 1047 名解雇撤回、外注化阻止・非正規職撤廃！
　　反原発・反失業を闘う国際連帯闘争を！
11 月４日（日）正午　東京・日比谷野外音楽堂（集会後、デモ）

呼びかけ　全日本建設運輸連帯労働組合関西地区生コン支部／全国金属機械労働組合港合同
／国鉄千葉動力車労働組合／国鉄闘争全国運動

田中康宏　動労千葉委員長
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 解雇組合員の組合員資格剥奪は、戦後労
 働運動の歴史すべてを投げ捨てるもの！

　国労組合員資格確認訴訟の意義について、
すべての皆さんに訴えます。
　この裁判は、国鉄闘争の数ある裁判闘争の
ひとつではありません。解雇者を労働組合が
切り捨てる行為は、戦後労働運動が守ろうと
してきた労働者階級の団結・共同性を解体
するものです。25 年を経た国鉄闘争の、否、
国鉄労働運動を先頭にした戦後労働運動のす
べてを投げ捨てるのか、それとも現場労働者
の階級的労働運動の核心を継承・発露させる
のかという焦点になっているのです。

　国労本部は、2010 年４月９日、1047 名解
雇撤回闘争（本部は最高裁判決後、解雇撤回
という表現を抹殺して「ＪＲ不採用問題」と
表現してきた）の政治決着にあたって、「二
度と解雇や不当労働行為を争わない」という
社会的誓約をしました。その後１年間の「Ｊ
Ｒに雇用を要請する政府への働きかけ」とい
うまやかしの過程で、階級関係はどうなって
いたのか。政府・国交省は「国鉄改革に一点
の曇りもあってはならない」と一顧だにせず、
ＪＲ東日本は「責任のないＪＲを攻撃しこと
を謝罪しろ！　そんな奴らを排除しなければ
労使関係はない」という態度を貫いてきたの
であり、それに対して国労本部－体制内勢力

の全面屈服が進行してきました。
　2010 年の国労定期大会は、闘争団組合員
を特別組合員に指定して、大会決定を左右す
る代議員の選挙権・被選挙権を奪いました。
そうしたうえで、2011 年の定期大会で組合
員の範囲を「ＪＲグループとの雇用関係の存
在」と規約改悪して、「ＪＲへの雇用の展望
がなくなった」として 910 名の被解雇者から
組合員資格を剥奪したのです。
　事態は明らかです。新自由主義の国鉄分割・
民営化攻撃は人間的共同性を奪いつくすもの
でした。労働組合の解体はもちろん、労働者
を分断・競争させて人間社会を破壊するもの
です。こうした攻撃に最後的に屈服して、闘
いの犠牲者を切り捨てる裏切り・階級的犯罪
が国労によって実行されたのです。国労本部
をはじめ体制内勢力の全面屈服が、労働者の
絶望を氾濫させようとしてきたのです。すべ
ては、４・９政治決着の筋書きです。
　だからこそ、戦後労働運動が階級的良心を
追求して「解雇者を組合員として守る」視点
を広めてきた地平を守り、労働者階級の自己
解放闘争を発露させる闘いとしてこの裁判闘
争があるのです。

 階級の良心がスト禁止法をのりこえてきた

　解雇撤回闘争を継続した４名の闘争団組合
員は、国労本部を弾劾して組合員資格確認訴
訟に立ちました。これに対して本部は「闘争

国労組合員資格確認訴訟の
意義について（上）

星野 文男　国労新潟県支部執行委員、国労新潟・駅連合分会
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団に結集した組合員……の地位は……雇用の
回復ができないことが確定すれば組合員でな
くなることが予定されたもの」と言い放って
いるのです。
　労働組合は、組合員の範囲を規約で決定す
るのであり、国労闘争団 966 名の解雇者は、
1990 年に規約５条（組合は、組合員名簿に
登録された者をもって組織する）に沿って組
合員として闘ってきました。
　この規約第５条と解釈確認条項は、1957
年国鉄新潟闘争を前にした 53 年年末闘争で、
解雇処分不可避と判断した新潟地方本部が

「組合員が解雇されても、地本・本部機関が
『不当処分』と認定すれば規約第５条の組合
員とみなす」という第５条解釈確認改正で指
導部の組合員資格を守り、全国大会で本部規
約に盛り込んだ闘いの歴史が刻まれた条項な
のです。53 年年末闘争は、５割賜暇闘争（「恩
賜の休暇」からきた名称―集団的有給休暇闘
争）まで戦術的エスカレートされて闘いぬか
れ、本部三役や新潟地本委員長・書記長、東
京・大阪・南近畿・広島などで 18 名が解雇
されました。この解雇がマッカーサー書簡―
政令 201 号―公務員のスト禁止体制後、初の
公労法解雇になりました。
　処分直後の 1954 年１月 26 日から鎌倉で開
催された国労第 34 回中央委員会は、「不当処
分を実力行使ではねかえそう」のスローガン
のもとに開催されました。この鎌倉中央委員
会に向けて新潟地方本部は「規約第５条の解
釈を改正し、組合の組織を守ろう !!」という
呼びかけ文を配布したのです。そこでは、新
潟地本は本部に先んじて「いろんな思想や立
場をのり越えて満場一致で決定」したと訴え、
この中央委員会を「派閥を超え……裸になっ
て……討議した」「国労が逐次前進の方向に
向いていることが証明された」と総括したの

です。
　本部の規約第５条と解釈確認改正は、1956
年の第 15 回大会で闘いとられますが、「国労
20 年史」は規約改正が「公労法の枠を破っ
た」ものと評価してきました。反共民同・革
新同志会・共産党など激しい党派闘争と利害
が絡み合うなかで、「解雇者は守るという団
結」を形成したことは、階級の良心だったと
いえます。支配階級も激甚に反応して「解雇
役員など組合として認めない」など 1960 年
を前後して攻防が続くことになったのです。
　この解釈確認には「臨時雇用員は組合員に
なることができる」という確認もありました。
権利義務は平等として、雇い止めになった場
合は、地本が雇用契約継続のための訴訟を決
定すれば訴訟経費を国労が負担することもう
たわれています。３月 31 日に５年で雇い止
めになった契約社員の組合員の解雇撤回も取
り組まず、組合員資格を奪って平然としてい
る国労本部は、戦後労働運動の全成果と階級
の良心を踏みにじっているのです。（続く）

組合員資格確認訴訟
第５回期日へ
　９月 19 日（水）10：30 ～
　東京地裁５２７号

『国鉄新潟　不屈の 30 年―国労新潟地本運動史』（1979）より
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 新自由主義絶対反対の労働組合が社会を変
 える時が来た！　動労千葉と共に、外注化
 阻止＝非正規職撤廃の闘いに起ち上がろう！

　この社会を、資本主義の廃絶で決着をつけ
る闘いが、全世界で、ついに日本でもかつて
ない規模で始まりました。３・11 福島第一
原発事故と原発再稼働強行、労働者を非正規
化、解雇、低賃金に叩き込んできた新自由主
義の始まりは、25 年前の国鉄分割・民営化で、
その最大の攻防は、国鉄労働組合を潰し労働
運動全体を崩壊させることでした。
　これに対し、唯一「分割・民営化絶対反対」
で闘いぬいてきた動労千葉は、再再度の 10・
１外注化攻撃に、絶対反対を貫き、青年労働
者を獲得する組織拡大で分割・民営化 25 年
の決着をつける闘いに起ち上がっています。
10・１外注化＝非正規職撤廃の闘いは、青年
労働者の未来がかかった決戦であり、絶対反
対の労働組合の闘いが、新自由主義を粉砕で
きることを全社会に告げ知らせ、資本と労働
者の力関係を逆転させる歴史的決戦です。首
相官邸前の数万数十万の労働者の歴史的決起
に勝利の展望を示す闘いでもあります。

 教育現場、自治体現場から、橋下打倒＝公
 務員全員解雇絶対反対の闘いが始まった！

　国鉄分割・民営化と一体で、日教組は、

1995 年にパートナー路線に転換し、民主党
政権成立と共にその支持母体となり政府の政
策を推進する側に回りました。その結果が、
教育破壊であり、教育労働者を「競走・評価・
処分の連発」でバラバラにし、際限のない多
忙化に叩き込んでいるのです。
　維新の会の衆議院選公約・維新八策では、

「公務員の身分保障廃止」「公立学校教員の非
公務員化」を主張し、三井住友グループ系の
日本総研は、民間企業への授業・部活動の外
注化や学校施設の売却、コミュニティスクー
ルなど教育を民営化する方法を提案しました。
野田政権は、すべての労働者の 40 歳定年制
と有期雇用化（10 割非正規化）を打ち出し
ました。橋下は、教育だけでなく、地下鉄、
清掃はじめ、すべての公的事業を民営化して
資本に売り渡し、そこで働く労働者を低賃金、
無権利、非正規化にたたき落とそうとしてい
ます。資本・政府・橋下市長が一体で、教育
をも民営化＝金儲けの道具にしようとしてい
ます。
　あの居丈高な橋下は、労働者の抵抗・反撃
を身震いするほど恐れているからこそ、大阪
の「教育条例」や「職員条例」で、教員と教
職員組合が民営化反対闘争に起てないように
しようとしているのです。橋下が今のところ
大きな顔をしていられるのは、労働組合執行
部が現場の怒りを押さえ込み、闘わず屈服し
ているからです。 

教育の民営化に職場から「絶対反対」で闘い、
９・16 橋下打倒集会へ団結を拡大しよう

関西労組交流センター・教育労働者部会
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は絶対反対の決起の前には実に脆
もろ

いというこ
とがはっきりしました。
　沼田さんの闘い、講師の解雇撤回を掲げて
闘う日教組奈良市の闘いは、教育の民営化＝
全員解雇・全員非正規職化と絶対反対で闘う
労働組合の拠点をつくりだす闘いです。

 教育の民営化と闘う団結の拠点を築き、
 ９・16、10・１から 11・４へ

　子どもたちも、人の命がモノ扱いされ、未
来に何の展望も持てない社会で生きています。
教育労働者がどんなに必死になっても、「い
じめ」、学級崩壊、不登校、暴力事件、低学
力等の問題は避けられません。この資本主義
の末期的社会がつくりだしたものだからです。
教育労働者個人や学校の責任にし、警察を学
校に導入し処分や厳罰にすることで、「解決」
するでしょうか。否です。かけがえのないわ
が子をなくした親の怒りと悔しさを利用して、

「教育労働者には解決能力がないから、警察・
行政権力にゆだねよ」と、労働組合を潰し、
教育の民営化を一挙に進めようとしているの
です。その結果は一層の教育破壊です。

　とりわけ、青年労働者が、命と心を削り取
られるような毎日の中で、労働者的団結との
出会いもないままに個々に潰されていく、あ
らゆることで不適格教員の烙印を押されて処
分・解雇されていく現状を許すことはできま
せん。
　８・５広島での教育労働者集会では、青年
教育労働者が講師解雇撤回闘争を契機に「絶
対反対」の闘いをつかみ、団結の中で労働組
合を甦らせる闘いを開始したことを報告しま
した。
　私たちが労働者として職場の主人公にな
り、労働組合の団結を取り戻し、社会変革の
主人公としての闘いを復権させること。それは、
教育労働者自身にとっても、子どもたちに未
来の展望と希望を与えるためにも必要です。
階級的団結と闘いをつくり出しましょう。　
　９・16 橋下打倒全国総決起集会は、沼田
さんたち現場でぶっ立った絶対反対の旗の下
に、共に闘う団結を拡大することが目的です。
９月 16 日、全国の仲間は大阪市に駆けつけ、
橋下打倒の宣言をたたきつけよう！　その闘
いと一体で、10・１外注化阻止決戦、11・４
労働者集会に攻めのぼろう！

　しかし、動労千葉と同じ絶
対反対の闘いが大阪市教組の
中から始まりました。教組執
行部の制動をはねのけて、職
場の仲間を信じて起ちあがっ
た沼田さんの「君が代」不起
立の闘いは「橋下に服従せず
絶対反対の団結をつくろう」
という呼びかけであり、唇を
噛みながらも耐えるしかない
と感じていた職場と大阪の労
働者に展望と勇気を与えまし
た。橋下的な強権的なやり方

ヒロシマとフクシマをつなぐ８・５教育労
働者全国交流集会（８月５日　広島市）



18 月刊労働運動2012年９月号

 野田の式典出席を絶対許さない

　「ヒロシマ・ナガサキはフクシマの怒りを
共にする！　今こそすべての核と原発をなく
そう！　被爆 67 周年　８・６ヒロシマ大行
動」は早朝平和公園での「ヒロシマ・アピー
ル集会」と野田弾劾デモに 1200 名、午後か
らの「大集会」とデモ行進に 1300 名が結集
し、官邸前・国会前情勢をさらに発展させる
歴史的勝利を切り開いたと思います。今年の
８・６は７･16 さようなら原発 17 万人の決
起を始め官邸前、国会前に連日数十万の「再
稼動反対！」「原発なくせ！」の怒りの声が
あふれ出す中での８・６でした。そうしたな
か、最大の焦点は原発再稼動を強行した野田
の来広と式典出席に対してどのような態度を
取るのかということでした。
　私たちは再稼動を強行し、オスプレイを配
備し、「黒い雨」被爆者を切り捨てる野田を
絶対に許さないことをはっきりさせると同時
に、フクシマの怒りとどこまでもひとつにな
ること、すべての人々の怒りの声と圧倒的に
結びつくことを目指して８・６ヒロシマ大行
動を準備してきました。
　８時 15 分の黙祷をめぐっても、実行委員
会などであえて積極的に議論して、黙祷をや
ろうということを確認しました。それは自分
たち自身が核によって殺された人々の怒りと

無念を日本労働者階級の原点としてわがもの
とすると同時に、平和公園の数万という被爆
者とその遺族の怒りと無念と結びつくためで
した。
　７時 30 分から行なわれた原爆ドーム前で
集会では、福島から、ドイツ・ゴアレーベン
から、沖縄から、そして広島、長崎の被爆者
からアピールが行なわれました。８時 15 分
の黙祷。ヒロシマ・ナガサキ、ビキニ、原発
労働者……どれだけの被爆者が今日まで命を
奪われ続けてきたか。そしてフクシマの事態
にまで行き着いた。この怒り、無念を胸に黙
祷を行ない、その激しい怒りを解き放って８
時 26 分からの野田演説に対して「再稼動反
対！」「野田打倒！」の怒りのデモで肉薄し
ました。
　子どもたちを放射能から守る福島ネットワー
クの佐藤幸子さんが、式典からわずか 150㍍
のところで「福島の子どもを守らないで原発
再稼働なんてありえない！　ヒロシマとナガ
サキとフクシマの思いを踏みにじるな！」と
怒りの声をたたきつけました。

８・６ヒロシマ大行動を闘って

井上 亮　広島連帯ユニオン青年部長
原爆ドーム前で 1200 人がヒロシマ・アピールを発する（８月６日　広島市）

式典会場の対岸から野田弾劾のコール（８月６日　広島市）
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オキナワとヒロシマをむすぶ８・５全国
青年労働者交流集会（８月５日　広島市）

　帝国主義の最高権力者が居並ぶ官製の式典
会場の平和公園の一角を、フクシマの怒り・
被爆者の怒りと結びついた 1200 名が制圧し、
すべての核と原発を廃絶し、人間が人間とし
て生きられる社会をつくりだすまで闘い抜く
断固たるアピールを発し、野田をはじめとし
た権力者と対峙しました。まさに歴史的な闘
いとして勝利的にやりぬいたと思います。

 「すべての核と原発をなくそう」を
 いかに実現するのか

　いまひとつ、今年の８・６をめぐって焦点
になったのは、「今こそすべての核と原発を
なくそう」というスローガンをいかにして本
当に実現するのかということだったと思いま
す。５日のＮＡＺＥＮ結成１周年集会での織
田事務局長の提起もまさにそうした問題意識
に貫かれたものでした。今年の８・６ヒロシ
マ大行動はこの点でも重大な挑戦と飛躍を成
し遂げたと思います。
　ひとつは労働者階級を先頭とした全世界的
な団結・国際連帯の力で核と原発をなくそう
ということ。ドイツ・ゴアレーベン代表団の
参加は決定的でした。ふたつに、あらゆる分
断を打ち破り団結しようということ。とりわ
け内部被ばく問題の隠蔽による「黒い雨」被
爆者の切り捨て、被曝労働者、福島の人々の
分断と切り捨てを許さないために内部被ばく
問題に徹底的にこだわり、被爆者と原発労働
者、フクシマの団結を作り出しました。
　そして、原発を必要とする１％の支配をど
う打ち破るのかという点で、すべての鍵を握
るのが階級的労働運動の再生であることを徹
底的にはっきりさせました。この点で特に印
象的だったのは元全日本運輸一般原発分会の
斉藤征二さんから「原発の非正規労働者が一

緒になっ
て闘って
いく、あ
らゆる労
働組合が
一 緒 に
なってた
たかって
日本を変
える。そういう時代に入った」という発言が
なされたことでした。まったくそのとおり
だ！そしてその闘いはいま動労水戸の被曝労
働拒否のストライキ、動労千葉の外注化阻止
の闘いとして始まっています。

 青年労働者交流集会の大成功

　そういう意味で、５日の青年労働者交流集
会は、被曝労働拒否、外注化絶対反対、非正
規職撤廃で青年を先頭に労働運動を甦らせる
ことを感じさせる集会として 280 名が全国か
ら結集して大成功しました。私は基調提起で
外注化阻止決戦と一体で自らの職場で非正規
職撤廃でたたかう決意を述べました。動労千
葉・動労水戸の青年から 10・１外注化阻止
に対して、組織拡大で反撃する決意が実に明
るく語られました。また、10・１外注化阻止
決戦と一体で外注化 ･ 民営化の大阪橋下打倒
の９・16 集会への断固たる総決起が大阪市
職の青年労働者から呼びかけられました。
　広島連帯ユニオンはこの歴史的な８・６闘
争を先頭で準備し、闘い抜くとともに、今回
多くの支部からの初参加を勝ちとったことを
最後に報告しておきます。まさに反原発と職
場闘争が一体となって「労働運動で社会を変
える」時代が到来しました。10・１外注化阻
止に向かって総力で進撃しましょう！
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　さる８月 11 日（土）、ふくしま共同診療所
の具体的開設にむけて、ヨーロッパ反原発闘
争の総本山、ドイツ・ゴアレーベン反対同盟
を招いて、「生活のための医療をとりもどす
ために――民衆の手による診療所を！ ８・
11 福島シンポジウム」を開催しました。
　今回のシンポジジウムは、「福島の現実に
根ざして診療所建設運動をすすめる」「労働
者・住民・医師の共同で診療所をつくる」こ
とを通して、「生活（者）のための医療を取
り戻す」ことをめざして、地元福島の人々と
一緒につくりあげていこうという企画です。
　パネラーに５人。小林恒司さん（心療内科
医）「ふくしまにおける診療所づくりの課題」、
橋本俊彦さん（鍼灸師）　「医療を民衆にとり
もどす共同の場に」、マーティン・ドナード
さん（ゴアレーベン核廃棄物処分場建設反対
同盟）、橋本光一さん（国労郡山工場支部）「被
爆労働に悩む福島の労働者のつながれる場
所に」、椎名千恵子さん（子どもたちを放射
能から守る福島ネットワーク）「みんなで力
をあわせて生きぬいていくためのより所とし
て」。そしてコーディネーターを佐藤幸子さ
ん（子どもたちを放射能から守る福島ネット
ワーク）が務めました。
　３・11 原発事故以来１年４カ月、全国に
フクシマの怒りを体現し発信し続けている人
たちによる超豪華なシンポジウムでした。そ
して何よりも福島のお母さんたちとの一体化

が最大の成果でした。「ふくしま共同診療所」
のイメージが豊かに形成され始めました。
　昨秋 10 月 10 日、ＮＡＺＥＮフクシマの結
成集会において、記念講演をヒロシマの高陽
第一診療所の医師の吉田良順さんが行って下
さいました。そこでヒロシマでの被爆との闘
い、どう生きぬいてきたのか、プレハブから
はじめた高陽診療所建設の歴史から今、福島
には国・政府とたたかう診療所が必要である
ことが熱烈に訴えられました。そしてＮＡＺ
ＥＮフクシマの呼びかけ人と全国の医師が中
心となって〈福島診療所建設委員会〉が結成
され、「ふくしまの子どもたちの未来をくだ
さい」「フクシマに生きぬくための診療所を
つくろう」をスローガンに、全国―世界で今
年１月から訴えが続けられてきました。
　「なぜ診療所をつくるのか。どういう診療
所をつくるのか。誰が診療所をつくるのか。
診療所で何をやるのか」と診療所建設運動を
始めた当初から多くの意見が寄せられてきま
した。私たちは、全国労組交流センター総
会、星野奪還徳島刑務所包囲闘争、ＮＡＺＥ
Ｎ全国呼びかけ人会議、３・11 福島県民集会、
５月沖縄闘争、６・10 国鉄闘争全国運動、８・
６ヒロシマ大行動など闘争の現場において全
国の仲間・医師と「理念交流・討論」を行っ
てきました。
　診療所建設運動とは何なのか。福島の現実
のなかでどういう診療所が求められているの

「生活のための医療をとりもどすために
――民衆の手による診療所を！ ８・11
福島シンポジウム」を開催

渡辺 馨　福島労組交流センター
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か。そもそも医療とは何か。そうした問いの
ひとつの回答として「生活のための医療をと
りもどすために、民衆の手による診療所をつ
くろう」を掲げるところまできたのです。「つ
いに！　いや、やっと !?　ふくしま診療所建
設運動がここまできた～！」という感動的な
シンポジウムになりました。

 診療所の一日でも早い開設を

　震災と原発事故から１年４カ月が過ぎ、政
府による「収束宣言」、行政とマスコミあげ
ての復興キャンペーンのなか、まるで事故な
どなかったかのように大飯原発再稼動が強行
されました。原発事故は全然収束なんてして
いません。「収束宣言」を行って福島県民を
切り捨て、原発再稼動を強行した野田政権と
電力資本を絶対許さない。
　国会事故調の「原発事故は人災」という発
表。事故直後の周辺自治体への原発事故の状
況と避難指示がまったくなされなかった事実。
福島県立医大が行っている県民健康調査票が
21％しか集まらない中で「まったく心配ない」
と言って回る事実。18 才以下の子どもたち
への甲状腺検査対象の 30％以上に異常が出
ているが「まったく再検査も必要ない」とキャ
ンペーンしている事実。飯舘村役場を自衛隊
500 名を動員して除染を行ったがモニタリン
グポスト周辺以外は空中線量 20 ～ 30 μ SV
に戻ってしまった事実。政府は根拠もなく避
難区域を解除し住民を引き戻そうとしていま
す。そして、住民同士を賠償金で差別分断し
ようとしています。ＪＲはまったく除染もせ
ず電車を原発から 20 ｋｍ県内に走らせ、労
働者に被曝労働を強制し続けています。福島
第一原発では毎日 3000 人が事故収束作業を
行っていますが、作業員の不足と被爆線量が

高いため線量計に鉛のカバーをつけて被曝線
量を低く見せていた事実が暴露されました。
これから５年間で４万人の原発労働者が必要
になっていること等々。新たな重大な事実が
次々と判明しています。
　私たちは、被ばくによる健康被害・生活・
仕事・学校・家庭の問題など、さまざまな問
題に直面しています。被曝と向き合い、生活
していくために医療を取り戻していく「拠り
所」となる診療所をつくっていくこと。一日
でも早い開設が望まれています。
　一方、政府と福島県と経済界が新たな復興・
安全キャンペーンを始めようとしています。

「今〝フクシマ〟が知るべきこと！～福島の
環境リスクと健康を考える～」ＮＰＯ福島
100 年構想委員会第１回シンポジウムが９月
９日、福島大学で行われようとしています。
　福島医大副学長山下俊一氏の「福島原発事
故から復興と再生にむけて〜健康リスク管理
の大切さを共に考える」と題した講演や「福
島県民の健康と心の被曝を考える」と題した
シンポジウムなど、まさに「被曝は気のせい、
心の問題」として、福島の不安と怒りを抑え
込もうとしているのです。
　６～７月の数十万の反原発デモの高揚は、
８・６広島－８・９長崎で福島、ビキニ、沖
縄の怒りとひとつにつながり、ドイツ・ゴア
レーベン反対同盟と固く結びつきました。同
時に、動労千葉、動労水戸のストライキが猛
然と闘い抜かれています。
　８・11 福島シンポジウムの最後のまとめ
でゴアレーベン反対同盟元委員長ケアスティ
ン・ルーデックさんは、「政府が国民を守ら
ないのならば政府は権力の座から降りなさ
い。権力を明け渡しなさい。奪われたすべて
を奪い返そう！」と訴えました。
　ともに闘おう！
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名古屋港の貨物輸送会社の二つの
分会で大きな前進を切り開く！

坂野 康男　東海合同労働組合 執行委員長

 13 回に及ぶ団体交渉で経営法曹会議の
 弁護士を打倒！
 
　トヨタ王国と言われる愛知県の物流の拠点
＝名古屋港の貨物輸送会社で働く海上コンテ
ナ乗務員が、東海合同労働組合に結集したの
は昨年４月でした。会社の名前は弘田運輸で
従業員は約 20 名。帝国データバンク企業情
報によれば、2011 年３月決算期の売上高が
３億円で、愛知県 1617 社中 709 位の中堅以
上の貨物輸送会社です。
　その会社で組合結成した弘田分会は、13
回に及ぶ団体交渉を、会社と粘り強く闘い抜
いて、会社に経営法曹会議の代理人弁護士を
解任させるという大きな前進を切り開きまし
た。
　今年８月２日に行われた第 13 回団体交渉
で、去年の６月に就任した二代目弘田社長は

「東海合同労組とは誠実に団体交渉をやろう
と思い弁護士を立てましたが思い通りに進め
ませんでした。去年の 11 月頃に弁護士との
コミュニケーションがうまくいかなかったこ
とがようやくわかりました。社長をやって１
年、会社の金がすごく減ったので弁護士には
一度引いてもらいました」と弁護士解任の理
由を話し「早く（団体交渉を）終わらせて仕
事に専念したいのが本音です」とギブアップ
宣言しました。

　そもそもＡ分会長の闘いの原点は、先代社
長（現会長）による「配車と売り上げ」を武
器にした労働者支配に対する怒りでした。
　会社にたて突く労働者には差別的な「配車
と売り上げ」で賃下げ攻撃を行い、会社に迎
合する労働者には優遇的な「配車と売り上げ」
で賃上げするという先代社長（現会長）によ
る労働者への恐怖政治が行われていました。
　これに対して 2010 年にＡさんは建交労に
加盟して「配車と売り上げの平均化」などを
要求して２回の団体交渉を行い「配車と売り
上げの平均化」などを約束させて労働協約に
する直前まで行きました。しかし先代社長（現
会長）が「病気」を理由に労働協約締結から
逃亡するだけでなく「皆勤手当」を廃止する
事態の中で、闘えなくなった建交労を見限っ
てＡさんは 2011 年４月に東海合同労働組合
に加盟し、新たな闘いを開始しました。
　代理人になった経営法曹会議の弁護士は会
社をも従わせる勢いで独善的に団体交渉に臨
み、Ａ分会長に対しては「皆勤手当廃止につ
いては労働条件の切り下げですので、会社と
しては全体の解決の兼ね合いで元に戻すこと
を検討します」と甘い言葉で抱き込もうとし
ましたが、先代社長（現会長）による「配車
と売り上げ」を武器にした労働者支配に対す
るＡ分会長の怒りと組合執行部との団結でジ
ワリジワリと代理人弁護士を追い詰めていき
ました。
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　そして１年３カ月、13 回に及ぶ団体交渉
を通して形成したＡ分会長と組合執行部の団
結した力で、労働条件部分を先行して妥結さ
せ先代社長（現会長）の不当労働行為を不問
にせんとした代理人弁護士を、ついに解任＝
打倒したのでした。
　この背景には、組合が〈「雇車（＝下請け
に外注化）」も含む「配車の平均化」〉要求を
組合にとって譲れない要求として貫いたこと
にあります。会社は、社員間の「配車の平均化」
については飲むポーズをとりましたが、〈「雇
車（＝下請けに外注化）」も含む「配車の平
均化」〉については「会社の裁量を奪われる」
として拒否しました。「雇車（＝下請けに外
注化）」問題が、労働者の分断と組合破壊の
武器になっていることを示しています。また
Ａ分会長が提訴した皆勤手当の遡及支払いを
求める裁判闘争の進展も背景にあります。代
理人弁護士が労働条件部分の一括妥結の武器
にしようとした皆勤手当の復活問題が、裁判
闘争を団体交渉と一体で闘うことで逆に代理
人弁護士を締め上げるものになりました。
 
 １年間で仲間を獲得して３名で組合結成通告！
 
　昨年８月に組合加盟した貨物輸送乗務員の
Ｂさんは、家族に「一人だけで会社と闘うの
はダメ」と言われてこの１年間、仲間づくり
に奮闘してきました。
　そして今年の８月１日に３名の名前で組合
結成通告書と団体交渉要求書を会社に提出す
ることができました。組合にとっても３名の
分会の誕生は初めてで素晴らしい前進です。
　しかし分会員と執行部との会議を持つこと
も仕事の都合で困難な中、３名の分会員の団
結をいかに作り出すかが問われていますが、
Ｂ分会長が７月１日に貨物輸送の分会を対象

にインターネットの掲示板を作って意見交流
の場にしていたのが役に立っています。
　Ｂ分会長　2012/07/01
　この度このような掲示板を開設してみまし
　た。なんなりと情報や世間話等その他何で
　も書き込みがあればと思っています。
　とりあえず３名にて労働組合を立ち上げま
　す
　Ｃ分会員　2012/07/30
　分会長さん、意気込みを一言お願いします
　Ｂ分会長　2012/08/01
　組合結成通告書・団体交渉要求書を今出し
　てきました。これからです、戦争は。
　頑張りましょう
　Ｄ分会員　2012/08/02
　皆様に、色々お世話になります。
　宜しくお願いいたします
　Ｂ分会長　2012/08/15
　分会第１回団体交渉８月 21 日、18 時～ 21
　時。３人の団結で頑張りましょう。
　18 日土曜日は本部ミーティングです。

　第１回団体交渉は、８月 21 日に決まりま
した。会社は弁護士を代理人に立てて来まし
た。「これからです、戦争は」。組合員の団結
を総括軸にして、東海合同労働組合は全国の
仲間とともに闘います。
　９・16 橋下打倒集会、10・１外注化阻止
決戦の成功から 11・４全国労働者総決起集
会へ！
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　動労西日本は、〈契約社員制度＝非正規職
撤廃！　山田副委員長の解雇撤回〉を掲げ、
ＪＲ西日本を相手取り、岡山県労働委員会・
中央労働委員会（以降、中労委という）で闘っ
てきた。今回、反動的な中労委命令が出され
たことを受け、８月 10 日、中労委を相手取
り東京地裁へ提訴した。中労委命令は、私が
労働組合のビラを職場内で配ったことに対す
る処分は不当労働行為と認めながら、雇い止
め解雇は撤回しないというものである。これ
はまさに、６月 29 日に判決が出された動労
千葉の鉄建公団訴訟判決と同じであり、絶対
に許すことはできない。契約社員は、訓告や
戒告といった処分がないかぎり、契約を更新
されて５年間は働くことができる。私は、４
回も契約更新を繰り返しており、期間の定め
のない雇用契約と変わらない状態であった。
にもかかわらず、組合活動を嫌悪し、動労西
日本が職場で組織拡大するのを恐れて、雇い
止め解雇に踏み切ったものである。
　契約社員制度は、１年ごとの契約更新で最
長５年まで働けるというものだ。ＪＲ西日本
は 2003 年度から契約社員制度を導入してい

るが、ついに制度の破綻に行き着いた。今ま
では、ＪＲ東日本のグリーンスタッフ同様、
契約社員は５年で使い捨ての非正規雇用だっ
た。しかし、私の元職場である岡山駅では、５
年を超えても引き続き契約社員として雇用さ
れている仲間がいるという事実が発覚した。
延々と非正規雇用のままで、正社員になれず
低賃金で賃上げはない。いったいどうやって
生きていけというのか。死ぬまで契約社員と
してＪＲ資本にこき使われる。こんなことを
絶対に認めるわけにはいかない。
　私が現職のときからＪＲ西日本は、「契約
社員は定着率が悪い」「５年たつ前に辞めて
しまう人が多い」ということを公言していた。
契約社員の雇用延長の背景には、こうした理
由があることは間違いない。だったら、ただ
ちに全員を正社員として雇用しろということ
だ。ＪＲ西日本は自ら、最長５年で使い捨て
という契約社員制度の破綻を認めたに等しい。

 青年の組織拡大の地平から
 10・１外注化阻止へ

　動労西日本は、2012 年４月に青年の組織
拡大を実現している。さらなる組織拡大を目
指し、非正規職撤廃でＪＲ西日本と徹底的に
闘っていく。また、動労千葉は外注化阻止の
ストライキ闘争を、動労水戸は被ばく労働拒
否のストライキ闘争にたちあがり、組織拡大
を実現している。このような情勢下、やはり
組織拡大にこそ勝利の展望がある。10 月１
日のＪＲ全面外注化阻止に向けともに闘おう！

契約社員制度＝非正規職を撤廃させよう！
山田 和広　動労西日本副委員長

動労西日本 2010 年春闘スト
の先頭に立つ山田副委員長
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　郵政非正規ユニオン全国協議会の結成が
大成功しました。全国各地の皆さんに感謝
のお礼を申し上げます。
　日本全体の非正規雇用労働者の数は
2500 万人にも達しました。その中でも人
としてのすべての権利や希望、生活基盤を
奪われ絶望へと叩き落とされた 2000 万青
年労働者を中心とした思いは怒り一色。こ
こにきてあらためて郵政非正規ユニオンが
立ち上がった第一の意義である「非正規職
撤廃！」が社会全体の意思を体現するものと
して、あるいは正規・非正規の壁を超えた労
働者の希望としていかに重要であるかが実感
できます。昨年は非正規労働者の解雇撤回闘
争において、全国の情報ネットワークの構築
が不完全であったなど当該の必死な思いを受
け止めるだけの姿勢が私たちの側にしても不
完全でした。しかし私たちは１年間の闘いを
通して多くを学習し、日々を闘争の糧とする
ことで「非正規職撤廃」「核のない世界」「戦
争も基地もいらない」そして「生きることは
闘うこと。逃げた先に自由はない」という共
通認識を持つことができたと思います。
　昨年から今日までの学んだすべてを結集し
実践するための組織として８・５広島の地に
て全国の郵政、合同労組の同志の力で「郵政
非正規ユニオン全国協議会」が結成されまし
た。国内最大労働者数を誇る巨大郵政は資本
主義の最大の腐敗の砦として屹立しています。
しかし私たち労働者が社会を動かし、実際の

職場権力や政治権力の奪取は可能です。郵政
非正規ユニオンの１千人の組織化とは日本全
国の１千の職場や各地域で毎日のように激し
い闘争と、若々しい青年労働者と徹底した討
論を行い、それにより莫大な経験値と知恵を
自らのものとし闘争として反映することを通
して労働者が真の主人公となる新たな社会・
主義・思想をつくることにつながると確信し
ています。
　私たち非正規雇用に身を置く労働者はすべ
てを奪われているゆえにその闘いへの決起は
自らのみならず家族や未来を守る決死の覚悟
であり、その行動力や思いは救済の対象では
なく、むしろ最も戦闘的な革命の主体的存在
です。
　時代はすでに動いています。そして世界そ
のものが胎動している。いまこそこの世界を
かえる激動に労働者として誇りをもって敢然
と立ち向かうためにすべての力を集結し、資
本に対して決戦体制でもって挑もう！

８・５広島の地にて郵政非正規
ユニオン全国協議会を結成！

齋藤 裕介  郵政非正規ユニオン 執行委員長　

郵政非正規ユニオン全国協議会を結成（８月５日　広島市）
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福島と共に、原発廃炉に
自治体労働者　大畠 信子

ています。息子さんが原発労
働者で、親子が原発により対
立させられている現状を聞き
慄然としました。非正規の原
発労働者も被曝することは理
解している。しかし、誰かが
働かないと福島原発は暴発す
るからと働いている現実。収
束などしていないのです。そ
の労働者に鉛板を使い、ごま
かし続け、暴利をむさぼる資
本。被曝労働なしには成立し
ない原発を 54 基も作らせて
しまった日本の労働者階級。
政府、東電はもちろんですが、
労働組合の責任も重大です。
　さらに木田さんの苦闘を８・
15 集会でも聞き、労働者が
資本家に騙され続けてきてい
る社会、あるいは、労働組合
の幹部が、資本家に篭絡され、
買収され本来の労働者の代表
として機能していないがため
に、強いられている苦闘を分
かち合いたいと思いました。

労働者の決起の開始、故郷
を奪われた怒りの拡大
　３・11 郡山集会に、なん
としても組合旗を登場させ、
労働者の団結した姿を見せよ
うと職場で毎日のように声か

けして実現できました。毎週
金曜日の官邸前行動での労働
者・市民の「再稼動反対」の
声の中に、常時、職場の仲間
と駆けつけ加わっています。
　７・16「さよなら原発」集会、
代々木公園 17 万人の怒りを、
もっと職場で広げたいと思
い、感想文を依頼したところ、

「福島県で生まれ育った私に
は、とても書けるような状況
にないのです。このことは、
整理のつかない不条理そのも
のであるし、今現在闘ってい
る人たち、苦悩している人た
ちに、どう連帯していけばい
いのかわからないのです。だ
からせめてもの気持ちとして
集会に参加しているのです」
と返ってきました。いつも職
場の民営化への怒りをストレー
トに話していた人が、こんな
にも苦悩していたんだと初め
て気づかされました。故郷を
無くされた怒りがどれだけ深
く大きいものなのか。ゆえに、
この原発廃炉の闘いは、新自
由主義社会を根本から変える、
止むことのない労働者・人民
の決起を内包しています。
　「ＮＡＺＥＮ吉祥寺」の結成
のスローガン、「生命と未来
は私たちのものだ。福島とつ
ながり、すべての原発を廃炉
に！」に、故郷を奪われた怒
り、過去を奪い返す思いも込
めて、な全を広げ、福島と連
帯していきたいと思います。

――女性部から――女性部からひめじょおん

かんしょ踊りと怒り
　♪会津磐梯山は宝の山よ～、
笹に小金がは～なりさがる～
　かんしょ踊りを一心に踊る
椎名千恵子さん。抑えられた
悲しみ、悔しさ、亡くなった
人たちへの鎮魂、そしてまる
で地の底から湧き上がるかの
ような怒り。その思いの万分
の一でも共有したいと何度か
共に踊ってきました。４月に
は、「ＮＡＺＥＮ吉祥寺準備
会」で踊り、６月には、福島
の女たち行動で国会正門前で
30 分以上、そして踊りなが
ら官邸前に移動。警察官も圧
倒され、止めることはできま
せん。かんしょ踊りは、民衆
の怒りの踊りゆえに、資本主
義の台頭とともに封じられて
きたそうです。それが蘇って
きている。資本主義の延命の
ための原発とその爆発で故郷
を捨てさせられた民衆の怒り
は今や地に満ち満ちています。
　７月 28 日「ＮＡＺＥＮ吉
祥寺」結成集会に来てくだ
さった木田節子さんは、原発
爆発以来、自宅にも帰れず、
10 カ月間引きこもりになり、
今年の国会前行動で声を上
げ、それ以来発言を続けられ
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地平線
９・９オスプレイ配備反対
県民大会へ
  オスプレイ配備反対９・９
県民大会に向かって、沖縄で
は過去最大規模とも言われる

「島ぐるみの決起」が広く呼
びかけられている。何より、
全駐労沖縄地本の組織参加が
決定されたことは、「復帰」
40 年目にしてついに基地労
働者の闘いが沖縄闘争の中心
に甦ろうとしていることを示
している。新たな安保・沖縄
闘争が始まった。野田政権の
振りかざす「安全保障」論や
領土問題を使った排外主義の
大キャンペーンを労働者階級
の立場から徹底的に批判・弾
劾し、反原発闘争とオスプレ
イ配備反対闘争の巨大な高揚
を安保粉砕の闘いとして結び
つけ、労働運動の正面課題に
引き据えて闘おう。

反戦・反安保と労働運動
　７月号の（上）で書いたよ
うに、日米安保の根源は戦後
革命期にあった。それ以降、
日本において戦争に反対する
ということは、一般的な「反
戦平和」ではなく常に「安保
との闘い」であった。とりわ
け、総評が朝鮮戦争下の 1951
年に平和四原則（基地撤去、

争はその意味で、日本の戦争
国家化を根底から阻む闘いで
あり、60 年闘争、70 年闘争
を引き継ぐ闘いであった。
　今日、安保をめぐる新たな
決戦を迎える中、国鉄闘争を
主軸に闘う労働運動を甦らせ
るために奮闘している私たち
にとって、戦後日本における
反戦・反安保の闘いと国鉄闘
争の歴史的な一体性をつかむ
ことが、あらためて重要なの
ではないだろうか。同じく次
の言葉もまた、教訓的だと思
うのである。
　「僕は『反戦闘争を闘う労
働運動』を提起しているが、
それは労働運動の闘いの基軸
に、反戦の闘いを路線として
きちっと押さえなければいけ
ない、と思うからだ。これは
本質論として労働運動とはそ
ういうものであるということ
だ。
　階級的労働運動を志向する
以上、反戦闘争は一体の存在
だということが基本だ。反戦
闘争を闘うことによって『し
か』と言うと間違いだけれど、
そういう質を持った労働運動
でないと、活動家も育たない
し、活性化した労働運動はで
きない。」（中野洋著『新版　
甦る労働組合』より）

全面講和、中立、再軍備反対）
を掲げて左旋回して以来、「安
保との対決」は常に戦闘的労
働運動の課題となった。続く
60 年安保闘争は、果敢な実力
闘争を展開した全学連を先頭
に空前の大衆闘争として爆発
した。
　これに対し、70 年安保・
沖縄闘争は、闘争主体の側の
問題として、大きく二つの点
で 60 年闘争時と違っていた
といえるだろう。一つは、ベ
トナム侵略戦争の最大の出撃
基地とされていた沖縄から、

「本土復帰・基地撤去」を求
める巨大な闘争が爆発したこ
と。いまひとつは、「安保粉砕・
日帝打倒」のスローガンのも
と、革命の情熱に燃える巨万
の青年労働者・学生が立ち上
がり、社共既成指導部の制動
を完全に突破して闘われたこ
とだった。
　かくして 70 年闘争は、社共
指導部の屈服の上に安住して
きた支配階級を震撼させた。

「階級的労働運動を叩きつぶ
さなければ日本帝国主義の未
来はない」と認識した彼らは、
80 年代における国鉄分割・
民営化攻撃をもって、労働運
動の解体と改憲・核武装化へ
道を開こうと狙った。国鉄闘

―反戦共同行動委員会ー

日米安保とは何か（下）
中島敦史　全学連

地平線



28 月刊労働運動2012年９月号

読者のページ

●動労水戸の８・24ス
トライキ写真

　　　　とちのきユニオン

　動労水戸の組合員の人た
ち自身が、「今回の外注化
は、現場の雰囲気が 1987
年の国鉄分割・民営化と一
緒」と口々に。大変な闘い
だけど、やりがいがある！

（Twitterより転載。写真も）

働組合員や「無実の中山さ
んと共に闘う会（中共会）」
のメンバー総勢14名は、でっ
ちあげ弾圧で中山崇志さん

（広島連帯ユニオン・草津
病院支部委員長）が収監さ
れている山口刑務所に激励
行動を行った。
　しかし、山口刑務所は、
私たちの友人面会要請を拒
否した。すでに中共会のメ
ンバーの面会が拒否されて
いることから、面会拒否は
予想されてはいた。しかし、
広島では面会できていたの
だ。なぜ山口ではできない
のか！
　「出所後の仕事の話をする」
と説明しているにもかかわ
らず、一顧だにしない。山
口刑務所が、中山さんの社
会復帰など一切考えていな
い証拠だ。広島で可能だっ
た面会を拒否して「所長の
裁量です」とは、ふざける

●山口刑務所よ！　闘
う青年労働者、中山崇
志をなめるなよ！

　医療福祉労働者部会　Ｕ

　こら、山口刑務所！　こ
の記事も、墨塗りか？　墨
塗りしたところで、無駄な
ことだ。この記事が読めな
くとも、中山さんと労組交
流センター医療福祉部会の

労働者との団結は
深まるばかりだ！
　ヒロシマ大行動
に参加した翌８月
７日、関東と中四
国の医療福祉労働
者と草津病院の労動労水戸総決起集会にて（８月 24 日）

 新自由主義と闘う連続シンポジウム
第３回　
　日時　10 月６日（土）　13:00 ～
　場所　ＤＣ会館（千葉市中央区要町 2-8 ＤＣ会館）

　講師　奥貫妃
ひ ふ み

文さん
　　　　　東京一般ゼネラルユニオン法対部長
　　　　　大阪経済法科大学アジア太平洋研究センター

　内容　「新自由主義と労働法制改悪」
　　主催　国鉄闘争全国運動／労働者学習センター　Tel 043-222-7207
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▼先日、田中代表から『月
刊』の内容について、階級
的労働運動の再生の一点に
賭けて、もっともっと考え、
挑戦してほしいと具体的か
つ重要な意見を受けました
▼交流センター運動も正念
場。全力で頑張ります（う）

な！　パワハラじゃない
か。これが山口刑務所の実
態だ。恥をしれ！
　そもそも、中山さんは無
罪だ。看護師として患者に
寄り添って仕事をしてきた
青年だ。職場で闘う労働組
合をつくるために真面目に
働き、職場の労働者の信頼
を得ていた。それが証拠に、
窃盗罪で逮捕されたことを
きっかけに、広島連帯ユニ
オンの草津病院支部の組合
員は拡大した。
　この状況で組合員を拡大
することがどれだけすごい
ことなのか、山口刑務所長
ならびに、説明もろくにせ
ず、私たちに面会不許可を
言い渡した不埒な職員には
わかるまい。労働組合に入っ
て闘うとは、職場の指揮命
令に対して、労働者の立場
から反対し、時にそれに従
わないという行動をとると
いうことだ。山口刑務所の
若い職員よ。あなたは所長
命令に一度でも異議を申し
立てたことはあるか？　「病
院労働者が遠方から休みを
とって面会にきているので
すから、所長、面会させて
ください」。あなたには、
口が裂けてもいえないだろ
うが、私たちはそれを職場
でやっているんだ！
　中山さんに対する国家権
力による冤罪は、病院経営

者と結託して行われたもの
だ。その職場で組合員とし
て闘うということは、差別
や処分を覚悟しているとい
うことだ。このような覚悟
のある労働者に対して、面
会を拒否されたところで、
闘う決意が増すばかりだ。
　反原発闘争を契機に、日
本は完全に革命情勢に突入
している。近代国家を守る
ための刑務所は、必ず解体
される。支配者が転落する
時はもうすぐだ。所長よ、
くだらないパワハラを続け
ていれば、あなたこそ刑務
所送りになる時代がくると
いうことだ！　また面会に
いくから、その時は、ちゃ
んと中山さんと面会させろ！

●女性部機関誌『うで
まくり』第 108号発行

　　　　　　　　　事務局

　『うでまくり』第 108 号
（８月 15 日）。東京女性部
総会報告、東京の教育現場
の実態、「アイ介護サービ
ス」解雇撤回闘争の報告、
ヒロシマ・ナガサキ闘争の
報告など充実。（頒価50円）。

編集後記

８・５全国医療・福祉労働者交
流集会（８月５日　広島市）


